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※交通量：H22道路交通センサス（平日）
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１．事業概要

（１）事業目的
【広域位置図】

－1－

小松バイパス

当事業は、

○ 交通混雑の解消、交通事故の低減

○ 広域幹線ネットワークの強化 など

を目的とし、国道８号の能美市大長野～加賀市箱宮町

（延長15.6km）について、４車線化整備を行うもので

ある。

の み し お お な が の か が し は こ み や ま ち

石川県

至 金沢市

至 福井県

至 金沢市

至 福井県

写真②：佐々木ICより金沢方面を望む

写真①：東山ICより福井方面を望む

写真②



１．事業概要

（2）計画概要

【標準断面図】

【現道部（暫定２車線供用部）】【４車線化部】

・平成14年度暫定２車線供用(約530億円)
・平成19年度事後評価(指摘事項なし)
※事業費に4車線分の用地費を含む

・平成19年度事業化(約80億円)
※事業費に用地費は含まない
（事業評価対象範囲）

路線名 国道８号

事業名 国道８号 小松バイパス（４車線化）

延長 15.6km

起終点
(起)石川県能美市大長野

（終）石川県加賀市箱宮町

都市計画決定 昭和49年度

事業化 平成19年度

用地着手 －

工事着手 平成21年度

全体事業費 約80億円

平成27年度末まで
の投資額（予定）

５４億円(進捗率６７％)

の み し

か が し は こ み や ま ち

お お な が の
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２．現在に至る経緯

（1）事業の経緯

年 度 主な経緯

昭和49年度
事業化

都市計画決定

平成14年度
暫定２車線供用

（能美市大長野～加賀市箱宮町間 15.6km）

平成19年度
暫定２車線事後評価（指摘事項なし)

事業化（４車線化）

平成21年度 工事着手

平成24年度

事業再評価（指摘事項なし 継続）

４車線化

（小松市八幡～小松市東山町間 2.2km）

平成26年度
４車線化

（小松市東山町～小松市津波倉町間 5.1km）

（2）事業の進捗状況

全体 執行済額 残事業費

事業費 80億円 54億円 26億円

うち用地費・
補償費

－ － －

※金額は税込み

平成27年度末（予定）

－3－

（3）今後の事業展開

の み し お お な が の か が し はこみやまち

こ ま つ し や わ た こ ま つ し ひがしやままち

こ ま つ し ひがしやままち こ ま つ し つ ば く ら ま ち

●残る区間の４車線化については、交通状況等を勘案し
つつ、早期の全線４車線化に向けて事業を推進する。

【平面図】

H24.12
４車線供用
延長2.2km

H15.3
暫定２車線供用
延長3.3km

H10.3
暫定２車線供用
延長1.3km

H27.3
４車線供用
延長5.1km

H4.10
暫定２車線供用
延長3.7km
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３．事業費の見直し

［コスト増額内容：＋２０．０億円］

－4－

○見直し後の事業費 【コスト増額：＋20億円】

全体 執行済額 進捗率 残事業費

事業費 100億円 54億円 54% 46億円

うち用地費・補償費 － － － －

① 法面対策の追加 【+13.3億円】

② 盛土材改良の追加 【+7.7億円】

○能美市大長野～小松市八幡間及び小松市粟津～加賀市箱宮間
については、他工区の発生土を活用する計画

○詳細な地質調査の結果、発生土が軟弱であることが判明したた
め、土質改良費が増額となる。

○小松市八幡地区の切土について、詳細な地質調査の結果、締ま
りの緩い砂質土層と粘性土層の互層が確認され、法面対策が必
要となり費用が増額となる。

②盛土材の改良

①法面対策の追加

②盛土材の改良

③ 機能分離型支承装置の採用 【▲1.0億円】

○橋梁の支承については、当初、Ⅰ期線と同様の積層ゴム支承に
て計画。

○近年、実績が増えている機能分離型支承装置（新技術）を採用す
ることでコスト縮減を図る。

③機能分離型
支承装置の採用



〈３便益に係る整備効果〉

４．当該道路の役割・効果

※便益算定上の完成開通年次（H34年度）の便益

※便益算定上の完成開通年次（H34年度）の便益

※便益算定上の完成開通年次（H34年度）の便益

３４億円
（残事業

７億円）

８０億円
（残事業

１８億円）

割引率
等を考慮

割引率
等を考慮

＝整備前総走行時間費用－整備後総走行時間費用
＝４２．９（億円/年）※

総走行時間費用＝ΣΣ［路線別車種別交通量（台/日）×路線別走行時間（分）
×車種別時間価値原単位（円/台・分）］×365（日/年）

【走行時間短縮便益】
７５２億円
（残事業

３３３億円）

割引率
等を考慮

＝整備前総走行経費－整備後総走行経費
＝４．５（億円/年）※

総走行経費＝ΣΣ［路線別車種別交通量（台/日）×路線別延長（km）
×車種別走行経費原単位（円/台・km）］×365（日/年）

【走行経費減少便益】

＝整備前の交通事故による社会的損失－整備後の交通事故による社会的損失
＝２．１（億円/年）※

【交通事故減少便益】

①走行時間の短縮（7,8ページ）
○小松バイパスの整備（４車線化）により、事業区間の走行時間が約７分（29%）短縮する。
○小松バイパスの整備（４車線化）により、円滑な走行環境が確保され、事業区間における損失時間が年間約

118..5万人時間削減される。また、走行時間の短縮による便益が年間４２．９億円発生する。
○供用後50年間の総便益は、割引率4％などを考慮すると７５２億円と算出される。

②走行経費の減少
○小松バイパスの整備（４車線化）により、走行経費減少による便益が年間４．５億円発生する。

○供用後50年間の総便益は、割引率4％などを考慮すると８０億円と算出される。

③交通事故の減少（9ページ）
○小松バイパスの整備（４車線化）により、通過交通の安全性が確保される。

○小松バイパスの整備による事故件数の減少により、年間２．１億円の便益が発生する。
○供用後50年間の総便益は、割引率4％などを考慮すると３４億円と算出される。

－5－



４．当該道路の役割・効果

－6－

＜その他の効果＞

①日常生活圏の各都市間の連携強化（10ページ）

○小松市及び加賀市と金沢方面と行き来する通勤者は、１日当たり約30,000人以上にのぼる。（小松市民及び加賀市民の就業者数のう
ち約２割が金沢方面へ通勤）

○小松バイパスの４車線化により、毎日の通勤に要する時間が約７分短縮され、地域間の連携強化が期待できる。

②物流の円滑化（11ページ）

○小松バイパスは大型車の交通が多く、加賀地域を通過する物流の大動脈となっている。
○小松バイパス周辺市では企業の進出がみられており、工業従業者数も全線暫定２車線供用後において１～２割伸びているなど、雇用

の増加が確認されている。
○４車線化により幹線道路ネットワークの強化を図ることで、工業をはじめとした地域産業のさらなる活性化が期待できる。

③主要な観光地へのアクセス向上（12ページ）

○小松バイパス周辺には、山代温泉・片山津温泉や道の駅「こまつ木場潟」などの多くの観光施設が存在している。
○小松バイパスの整備により、各観光地や施設へのアクセス性・周遊性向上が期待される。
○また、小松バイパス沿線にある木場潟公園が、今年5月17日に開催された第66回全国植樹祭の式典会場に選ばれたことから、東山IC

～粟津IC間については1年前倒しして４車線化供用を図り、円滑な輸送運営に寄与した。

④緊急輸送道路としての機能向上（13ページ）

○小松バイパスは石川県の第一次緊急輸送道路に位置付けられている。

○梯川が氾濫した場合、並行する国道305号は水没の恐れがあるが、高盛土構造である小松バイパスは浸水被害を受けないため、第一

次緊急輸送道路としての機能が確保される。

○小松バイパスの整備（４車線化）により、災害に強い道路ネットワークのさらなる強化が期待される。

⑤地域連携プロジェクト（石川県長期構想）の支援（14ページ）

○小松バイパスの整備により、加賀地域における南北の幹線ネットワークが強化が図られ、石川県の長期構想「ダブルラダー結いの

道」整備構想の実現に大きく貢献。
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４．当該道路の役割・効果

（1）３便益に係る整備効果
①走行時間の短縮

－7－

○小松バイパス区間のうち、ピーク時における旅行速度で20km/hを下回る区間が存在。
○小松バイパスの整備（４車線化）により、円滑な走行環境が確保され、暫定２車線と比較すると走行時間

は約７分短縮し、年間約118.5万人時間の損失時間の削減効果が見込まれる。

上り方向

下り方向

【小松バイパスの旅行速度（朝ピーク時：７時台）】
（km/h）

（km/h）

0 10 20 30

現状

４車線化後

約２４分

約１７分

【小松バイパス４車線化時の時間短縮効果】

（大長野IC～箱宮IC間）

約７分短縮
（-２９％）

整備なし
（暫定２車）

整備あり
(４車線化後)

※ 出典：整備あり・なし：Ｈ42将来推計値を用いて算出

※ 出典：実測値（H27.4.21調査）

平均36.1km/h

平均54.8km/h

約118..5万人時間
/年削減（-68％）

（万人時間/年）

整備あり
(４車線化後)

【小松バイパス整備による損失時間の変化】
（大長野IC～箱宮IC間）

※ 出典：整備あり・なし：Ｈ42将来推計値を用いて算出

整備なし
（暫定２車）



４．当該道路の役割・効果

【参考】部分供用による整備効果

－8－

○小松バイパスの交通量は、Ｈ14年度の全線暫定２車線供用により大きく増加し、以降も増加傾向にある。
○小松バイパスは、通勤時を中心にICの合流部などにおいて交通混雑が発生していたが、順次４車線化整備
を進めてきた区間では渋滞が解消。残る整備区間も安定した走行環境の実現に向けて４車線化を推進。

・平成27年3月に東山IC～粟津IC間を４車線化供用
・東山IC及び蓮台寺IC付近にて発生していた渋滞が解消

【４車線化による渋滞解消の効果事例】
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小松バイパス 延長15.6km

【写真①：蓮代寺ICにおける渋滞状況】 【写真②：東山ICにおける渋滞状況】

４車線化後

（H27.4.21撮影）

暫定２車線時

（H26.6.3撮影）
【①蓮代寺ICにおける渋滞長（金沢方向）】

解消 解消

※出典：H26.6.3実測調査およびH27.4.21実測調査

【②東山ICにおける渋滞長（福井方向）】

単位：ｍ 単位：ｍ

写真②

至 金沢

至 福井 至 金沢

至 福井
暫定２車線時

（H26.6.3撮影）

写真①

至 金沢

至 福井 至 金沢

至 福井

４車線化後

（H27.4.21撮影）

※出典：H11～22：道路交通センサス
H27：実測値（H27.4～H27.6平日平均）

【日交通量の推移（八幡IC～東山IC）】

（台/日）

小松ＢＰ全線暫定
２車線供用（H14年度）

交通量は増加傾向

＜4車線化前後における渋滞長の変化＞

八幡IC(福井方面)
2,150m(H24.11.20)

⇒解消

東山IC(福井方面)
1,300m(H26.6.3)

⇒解消 ※出典：実測値（H27.4.21調査）

H24.12
4車線供用
L=2.2km

H27.3 4車線供用
L=5.1km

佐々木IC
(金沢方面)
1,850m粟津IC

(金沢方面)
1,300m

(H26.6.3)
⇒解消

木場IC
(金沢方面)

900m
(H26.6.3)
⇒解消

蓮台寺IC
(金沢方面)
2,800m

(H26.6.3)
⇒解消

東山IC
(金沢方面)
3,250m

(H24.11.20)
⇒解消



【事故形態割合の比較】

４．当該道路の役割・効果

② 交通事故件数の減少

－9－

【小松バイパス整備（４車線化）による整備効果（八幡IC～東山IC間の事例）】

※出典：ITARDAデータ
（H22～25）

至

金
沢
市

至
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井
県
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（終
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賀
市
箱
宮
町
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み
や
ま
ち

305

８

360416

８

８

小松バイパス 延長15.6km

【死傷事故率】
・交通量は増加傾向であるが、死傷事故率は半減。

：事故危険区間

※出典：石川県道路安全・円滑化検討委員会資料

半減（-54％）

30.7件
/億台キロ

14.1件
/億台キロ

8.7件/年

4.0件/年 半減（-54％）

（件）

平均
平均

【死傷事故件数】
・主な発生事故である追突が約６割減少し、重大事故である正面衝突は解消。

※出典：ITARDAデータ
（H22～25）

（件/億台キロ）

※出典：ITARDAデータ（H22～25）

正面衝

突

12.3%

追突

72.6%

出会い

頭

2.7% その他

12.3%

正面衝

突

2.0%

追突

67.2%

出会い

頭

11.0%

その他

19.7%

○小松バイパスで発生する事故のうち、約７割は追突事故が占めている。
○また、正面衝突の割合が約10％以上と高く、県内直轄国道の平均割合と比較して約６倍となっている（県

内直轄国道で2.0%に対し、小松バイパス区間では12.3%）。
○小松バイパスの整備（４車線化）による交通混雑の緩和や中央分離帯の設置により、安全な走行環境が確

保され、事業区間における事故の減少が期待される。

【小松ＢＰ】 【石川県内直轄国道】

小松バイパスは重大事故である正面衝突
の事故割合が管内全体よりも高い

正面
衝突

正面
衝突
2.0%



金沢方面

13.0%

加賀市民

81.8%

その他

5.1%
金沢方面

16.7%

加賀市内

78.4%

その他

4.9%

金沢方面

17.4%

加賀市

7.6%

小松市民

70.3%

その他

4.7%金沢方面

18.0%

加賀市

6.0%

小松市内

71.3%

その他

4.6%

４．当該道路の役割・効果

（2）その他の効果
①日常生活圏の各都市間の連携強化

○小松市及び加賀市と金沢方面と行き来する通勤者は、１日当たり約30,000人以上にのぼる。（小松市民及び
加賀市民の就業者数のうち約２割が金沢方面へ通勤）

○小松バイパスの４車線化により、毎日の通勤に要する時間が7分短縮され、地域間の連携強化が期待できる。

※出典：H22国勢調査（数値は小松市・加賀市からの通勤、小松市・加賀市への通勤の合計） －10－

【小松市・加賀市と金沢市方面との通勤状況】

小松市民
就業者

55,682人

加賀市民
就業者

36,448人

【小松市・加賀市民就業者の通勤先】

加賀市
における
就業者

34,905人

※出典：H22国勢調査

金沢方面へ
18.0％

金沢方面へ
16.7.％

加賀市で10,648人、小松市で19,893人
（計30,541人）が金沢方面間の通勤

単位：人/日

小松市民の約２割
が金沢方面へ通勤

加賀市：人口71,887人、
市民就業者36,448人

小松市：人口108,433人、
市民就業者55,682人

小松市に
おける
就業者

56,553人

金沢方面から
17.4％

金沢方面から
13.4％

小松市における就業者のうち
約２割が金沢方面から通勤

加賀市民の約２割
が金沢方面へ通勤

加賀市における就業者のうち
１割以上が金沢方面から通勤

※金沢方面：金沢市、野々市市、
白山市、川北町、能美市の５市１町

【小松市・加賀市における就業者の住居】



8,244

13,088

6,979
9,205

15,131

8,368

0
2,000
4,000
6,000
8,000
10,000
12,000
14,000
16,000

能美市 小松市 加賀市

H15 H25

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 
小松BP

平均約20%

※出典：道路交通センサス（H22）

－11－

４．当該道路の役割・効果

②物流の円滑化

○小松バイパスは大型車の交通が多く、加賀地域を通過する物流の大動脈となっている。
○小松バイパス周辺市では企業の進出がみられており、工業従業者数も全線暫定２車線供用後において１～２

割伸びているなど、雇用の増加が確認されている。
○４車線化により幹線道路ネットワークの強化を図ることで、工業をはじめとした地域産業のさらなる活性化

が期待できる。

【周辺工業団地の状況】

東部工業団地 粟生工業団地

能美工業団地

８

【全線暫定２車線供用後の小松バイパス
周辺市における工業従業者数の比較】

東部工業団地

至

福
井
県

至 金沢市

小
松

バ
イ

パ
ス

延
長

15
.6

km

能美市

360

416

（起）能美市大長野
の み し お お な が の

（終）加賀市

箱宮町

か が し

は こ み や ま ち

８

小松IC

小松市

８

N

日本海

能美工業団地

粟生工業団地

下清水工業団地

和気工業団地

寺井鉄工団地

305

あ お

しもしみず

わ け

石川工業団地

串工業団地

矢田野工業団地

小松工業
団地

浜町工業団地

美川工業団地

東部産業
振興団地 日本ガイシ㈱

㈱PALTAC

能美市の企業は関西圏・中京圏と取引が多く、８
号沿いの工場は小松バイパス経由で搬送するルート
が多い。

現在分譲中の能美工業団地についても、企業の関
心は交通利便性に対するものが高く、バイパス沿い
という立地条件に対する問い合わせが多い。

【能美工業団地の状況】

【行政（企業誘致関連）の声】
平成20年から分譲開始。

○日本ガイシ㈱：平成23年操業開始、10.9ha

（セラミック技術のグローバル会社、国内２店目）

○㈱PALTAC：平成25年操業開始、3.1ha

（化粧品や医療品を扱う業界最大手の卸売事業者）

※能美市企業誘致推進室ヒアリング結果（H27.7.16）より

※出典：工業統計

【国道８号における大型車混入率の比較】

県内国道８号平均：約16％

県境部を除き、県内の国道8号に
おいて、大型車混入率が高い

福井方面 富山方面

12％増
16％増

20％増

（人）
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４．当該道路の役割・効果

③主要な観光地へのアクセス向上

○小松バイパス周辺には、山代温泉・片山津温泉や道の駅「こまつ木場潟」などの多くの観光施設が存在している。
○小松バイパスの整備により、各観光地や施設へのアクセス性・周遊性向上が期待される。
○また、小松バイパス沿線にある木場潟公園が、今年5月17日に開催された第66回全国植樹祭の式典会場に選ばれ

たことから、東山IC～粟津IC間については1年前倒しして４車線化供用を図り、円滑な輸送運営に寄与した。

N

こまつドーム

小松IC

（起）能美市大長野
の み し お お な が の

（終）加賀市箱宮町
か が し は こ み や ま ち

小松空港

305

８

360

416

８

８

安宅SIC

き ば が た

小
松

バ
イ

パ
ス

延
長

15
.6

km

※出典：小松市経済観光文化部農林水産課より

片山津温泉
（年間52.3万人）

山代温泉
（年間80.9万人）

那谷寺（年間13.3万人）

粟津温泉
（年間29.3万人）

な た でら

いしかわ動物園
（年間32.7万人）

【道の駅「こまつ木場潟」における入込客数の推移】

至

福
井
県

至 金沢市

木場潟公園
年間59.9万人

【第６６回全国植樹祭式典 いしかわ2015】

平成27年5月17日、木場潟公園で第66回全国植樹祭
式典が開催。

植樹会場には木場潟公園のほか「憩いの森」が、
雨天時会場は「こまつドーム」など、アクセス性の
高い小松ＢＰ沿道の場所が選定。

憩いの森

式典会場（木場潟公園）

※出典：データ：統計からみた石川の観光、写真：石川県観光連盟提供の素材集より

道の駅「こまつ木場潟」

【式典会場の選定基準表（抜粋）】

お泊まり所等から式典会
場へのアクセスの容易性

参加者宿泊所
アクセス

県外参加者の宿泊先から、式典会場までの移動時間（６０
分以内を目安）

通行ルート
道路事情

行幸啓車列及び大型バスの通行ルート（道路事情）に支
障はないか

緊急時の対応及びセキュリティの容易性
緊急事態発生時等に使用可能なアクセス道（迂回路）や
通信の確保

※出典：第66回全国植樹祭会場決定協議資料（H25.2石川県）

小松バイパスに隣接する
道の駅「こまつ木場潟」では、
H22年4月完成以降入込客数が
年々増加しており、今後もさらな
る集客が期待できる。
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４．当該道路の役割・効果

④緊急輸送道路としての機能向上

○小松バイパスは石川県の第一次緊急輸送道路に位置付けられている。

○梯川が氾濫した場合、並行する国道305号は水没の恐れがあるが、高盛土構造である小松バイパスは浸水

被害を受けないため、第一次緊急輸送道路としての機能が確保される。

○小松バイパスの整備（４車線化）により、災害に強い道路ネットワークのさらなる強化が期待される。

写真①：平成10年9月の梯川の増水状況

冠水しにくい高盛土の小松バイパス

冠水しやすい旧道（国道305号）

高盛土：5.5ｍ以上
1.0～3.0ｍの浸水でも
冠水せず道路機能を
維持できる写真②：平成16年10月の梯川の内水氾濫

※出典：梯川ハザードマップ（H21.6小松市作成）、小松市地域防災計画

小
松

バ
イ

パ
ス

延
長

15
.6

km

N

至 金沢市

至 福井県

小松市役所

前
川

市街地の大部分
が浸水する可能
性あり
国道305号などの
道路も冠水し交
通が遮断される 高盛土の小松バイ

パスは、洪水時に
おいても機能する

（起）能美市大長野
の み し おおながの

（終）加賀市箱宮町
か が し はこみやまち

写真②

写真①

305
８

第一次緊急輸送道路

第二次緊急輸送道路
第三次緊急輸送道路

避難場所（洪水時）

写真③：平成25年9月の梯川の内水氾濫

写真③
梯川
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４．当該道路の役割・効果

⑤地域連携プロジェクト（石川県長期構想）の支援

○小松バイパスの整備により、加賀地域における南北の幹線ネットワークが強化が図られ、石川県の長期構

想「ダブルラダー結いの道」整備構想の実現に大きく貢献。

小松バイパス
延長15.6km

【「ダブルラダー結いの道」整備構想図 】

福井県境

南郷拡幅

小松
バイパス

金沢
バイパス等

富山県境

２車区間

２車区間

４
車
区
間

加賀拡幅
事業中

至 金沢市

至 福井県

至 富山県

【国道８号の４車線化の状況】

４車線化中

八幡ＩＣ

東山ＩＣ

加賀市

小松市

能美市

白山市

野々市市

金沢市

津幡町

※ 「ダブルラダー結いの道」整備構想
平成19年3月、県の新長期構想の改定に合わせて策定した構想。南北幹線の複線化と東

西幹線の多重化を進め、２本のはしご(ラダー)状道路ネットワークの形成等をうたった構想。

８

８

249

249

159

415

８

364

８

８

粟津ＩＣ

H24年度
４車線化

２車区間

２車区間

H24年度４車線化

H26年度４車線化
４車区間

４車区間

470



５．費用対効果

＜その他の効果＞

－15－

小松バイパスの役割 具体的内容

①日常生活圏の各都市間の連携強化 ●小松市・加賀市と金沢方面との地域間の連携強化が期待される。

② 物流の円滑化 ●工業をはじめとした地域産業のさらなる活性化が期待できる。

③ 主要な観光地へのアクセス向上 ●木場潟公園をはじめとした各観光地へのアクセス性・周遊性が向上。

④ 緊急輸送道路としての機能向上 ●浸水被害を受けない小松バイパスの整備により、災害に強い道路ネットワークのさらなる強化が期待される。

⑤ 地域連携プロジェクト（石川県長期構想）の支援 ● 石川県の長期構想である「ダブルラダー 結いの道」整備構想の実現に大きく貢献。

＜費 用＞ ＜３便益＞

＜３便益による費用便益比＞

基準年における現在価値 走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

事業全体 ８６７億円 ７５２億円 ８０億円 ３４億円

残事業 ３５８億円 ３３３億円 １８億円 ７億円

費用便益比(B/C)

事業全体 ８６７億円/１７０億円 ＝５．１

残事業 ３５８億円/７０億円 ＝５．１

基準年における現在価値
事業費 維持管理費

事業全体 １７０億円 ９６億円 ７５億円

残事業 ７０億円 ３７億円 ３３億円

・事業費：１００億円

・基準年における費用及び便益の現在価値
現在価値算出のための割引率 ： ４％
基準年次 ： 平成２７年度
検討年数 ： ５０年

・将来道路網 ：現在の一般県道以上の道路網を基本に、

平成２７年４月時点で事業化済みの計画路線を

対象にした道路網である。

注）1.便益・費用については、基準年における現在価値後の値である。
2.費用及び便益額は整数止めとする。
3.費用及び便益額の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
4.便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】」に

示された第二段階の改善を反映している。



６.対応方針（原案）

－16－

(1)事業の必要性等に関する視点

(2)事業進捗の見込みの視点

○小松バイパスは、平成14年度までに全線暫定２車線で整備されたアクセスコントロールされた道路である
が、朝のピーク時を中心に交通混雑が発生しているほか、中央分離帯がないことに起因する正面衝突事故
の割合も県内直轄国道の平均と比べて高く、安全かつ快適な走行環境を確保する必要がある。

○小松バイパスの４車線化整備により、物流円滑化による地域産業の活性化、各観光地へのアクセス向上、
災害に強い道路ネットワークのさらなる強化など、期待される整備効果は多岐にわたっている。

○３便益の費用便益比は、事業全体で５．１、残事業で５．１となる。

(3)コスト縮減からの視点

○施工にあたっては、新技術の活用によりコスト縮減を実施する。

(4)対応方針（原案）

対応方針（原案) 事業継続
（理由）

○小松バイパスは、新潟市から京都市に至る国道８号のうち、能美市大長野～加賀市箱宮町までの延長
15.6kmを結ぶ道路であり、広域ネットワークの一部を構成する重要な役割を担っている。

○小松バイパスの４車線化により、交通混雑の緩和、交通事故の低減、広域幹線ネットワークの強化による
物流の円滑化、観光地へのアクセス向上、緊急輸送道路としての機能向上など、多様な効果が見込まれる
ため事業を継続する。

○用地は取得済みであり、現在までに事業は約５４％が完了。平成２６年度までに小松市八幡～同粟津間
（延長７．３ｋｍ）の４車線化で供用済みであり、地元首長及び周辺市町からも整備推進の要望が強い。

○残る区間の４車線化については、交通状況等を勘案しつつ、早期の全線４車線化に向けて事業を推進する。
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【
一
般
国
道
（
二
次
改
築
）
】

●
事
業
採
択
時
の
前
提
条
件
を
確
認
す
る
た
め
の
指
標

●
事
業
の
効
果
や
必
要
性
を
評
価
す
る
た
め
の
指
標

前
提

条
件

(1) 事
業

の
効

率
性

■
便

益
が

費
用

を
上

回
っ

て
い

る
こ

と

Ⅰ
.活

力
(1

)
円

滑
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

確
保

●
現

道
等

の
年

間
渋

滞
損

失
時

間
（
人

・
時

間
）
及

び
削

減
率

■
現

道
等

に
お

け
る

混
雑

時
旅

行
速

度
が

2
0
km

/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度

の
改

善
が

期
待

さ
れ

る
。

□
現

道
又

は
並

行
区

間
等

に
お

け
る

踏
切

交
通

遮
断

量
が

1
0
,0

0
0
台

時
/
日

以
上

の
踏

切
道

の
除

却
も

し
く
は

交
通

改
善

が
期

待
さ

れ
る

。

□
現

道
等

に
、

当
該

路
線

の
整

備
に

よ
り

利
便

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

バ
ス

路
線

が
存

在
す

る
。

□
新

幹
線

駅
も

し
く
は

特
急

停
車

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
。

□
第

一
種

空
港

、
第

二
種

空
港

、
第

三
種

空
港

も
し

く
は

共
用

飛
行

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
。

(2
)

物
流

効
率

化
支

援
□

重
要

港
湾

も
し

く
は

特
定

重
要

港
湾

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

。

□
農

林
水

産
業

を
主

体
と

す
る

地
域

に
お

い
て

農
林

水
産

品
の

流
通

の
利

便
性

向
上

が
見

込
ま

れ
る

。

□
現

道
等

に
お

け
る

、
総

重
量

2
5
tの

車
両

も
し

く
は

IS
O

規
格

背
高

海
上

コ
ン

テ
ナ

輸
送

車
が

通
行

で
き

な
い

区
間

を
解

消
す

る
。

(3
)

都
市

の
再

生
□

都
市

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
支

援
す

る
事

業
で

あ
る

。

□
広

域
道

路
整

備
基

本
計

画
に

位
置

づ
け

の
あ

る
環

状
道

路
を

形
成

す
る

。

□
市

街
地

再
開

発
、

区
画

整
理

等
の

沿
道

ま
ち

づ
く
り

と
の

連
携

あ
り

。

□
中

心
市

街
地

内
で

行
う

事
業

で
あ

る
。

□
幹

線
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
1
.5

km
/
km

2以
下

で
あ

る
市

街
地

内
で

の
事

業
で

あ
る

。

□
D

ID
区

域
内

の
都

市
計

画
道

路
整

備
で

あ
り

、
市

街
地

の
都

市
計

画
道

路
網

密
度

が
向

上
す

る
。

□
対

象
区

間
が

現
在

連
絡

道
路

が
な

い
住

宅
宅

地
開

発
(3

0
0
戸

以
上

又
は

1
6
h
a以

上
、

大
都

市
に

お
い

て
は

1
0
0
戸

以
上

又
は

5
h
a以

上
)へ

の
連

絡
道

路
と

な
る

。

(4
)

国
土

・
地

域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の

構
築

□
高

速
自

動
車

国
道

と
並

行
す

る
自

専
道

(A
’
路

線
)の

位
置

づ
け

あ
り

。

□
地

域
高

規
格

道
路

の
位

置
づ

け
あ

り
。

□
当

該
路

線
が

新
た

に
拠

点
都

市
間

を
高

規
格

幹
線

道
路

で
連

絡
す

る
ル

ー
ト

を
構

成
す

る
。

（
A

’
路

線
と

し
て

位
置

づ
け

が
あ

る
場

合
）

■
当

該
路

線
が

隣
接

し
た

日
常

活
動

圏
中

心
都

市
間

を
最

短
時

間
で

連
絡

す
る

路
線

を
構

成
す

る
。

□
現

道
等

に
お

け
る

交
通

不
能

区
間

を
解

消
す

る
。

□
現

道
等

に
お

け
る

大
型

車
の

す
れ

違
い

困
難

区
間

を
解

消
す

る
。

□
日

常
活

動
圏

中
心

都
市

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

。

(5
)

個
性

あ
る

地
域

の

形
成

□
鉄

道
や

河
川

等
に

よ
り

一
体

的
発

展
が

阻
害

さ
れ

て
い

る
地

区
を

解
消

す
る

。

□
拠

点
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
大

規
模

イ
ベ

ン
ト

を
支

援
す

る
。

■
主

要
な

観
光

地
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

期
待

さ
れ

る
。

□
新

規
整

備
の

公
共

公
益

施
設

へ
直

結
す

る
道

路
で

あ
る

。
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※
○
印

の
指

標
は

定
量

的
な

記
述

に
よ

り
効

果
を

確
認

す
る
。

□
印

の
指

標
に

つ
い

て
は

定
性

的
又

は
定

量
的

な
記

述
に
よ
り
効
果
の
有
無
を
確
認
す
る
。

※
●
、

■
は

該
当

す
る

指
標

を
示

す
。

Ⅱ
．

暮
ら

し
(1

)
歩

行
者

・
自

転
車

の

た
め

の
生

活
空

間
の

形
成

□
自

転
車

交
通

量
が

5
0
0
台

/
日

以
上

、
自

動
車

交
通

量
が

1
,0

0
0
台

/
1
2
h
以

上
、

歩
行

者
交

通
量

が
5
0
0
人

/
日

以
上

の
全

て
に

該
当

す
る

区
間

に
お

い
て

、
自

転
車

利
用

空
間

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
当

該
区

間
の

歩
行

者
・
自

転
車

の
通

行
の

快
適

・
安

全
性

の
向

上
が

期
待

で
き

る
。

□
交

通
バ

リ
ア

フ
リ

ー
法

に
基

づ
く
重

点
整

備
地

区
に

お
け

る
特

定
経

路
を

形
成

す
る

区
間

が
新

た
に

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
さ

れ
る

。

(2
)

無
電

柱
化

に
よ

る

美
し

い
町

並
み

の

形
成

□
対

象
区

間
が

電
線

類
地

中
化

５
ヶ

年
計

画
に

位
置

づ
け

あ
り

。

□
市

街
地

又
は

歴
史

景
観

地
区

(歴
史

的
風

土
特

別
保

存
区

域
及

び
重

要
伝

統
的

建
造

物
保

存
地

区
)等

の
幹

線
道

路
に

お
い

て
新

た
に

無
電

柱
化

を
達

成
す

る
。

(3
)

安
全

で
安

心
で

き
る

暮
ら

し
の

確
保

□
三

次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
。

Ⅲ
．

安
全

(1
)

安
全

な
生

活
環

境
の

確
保

□
現

道
等

に
死

傷
事

故
率

が
5
0
0
件

/
億

台
ｷ

ﾛ
以

上
で

あ
る

区
間

が
存

在
す

る
場

合
に

お
い

て
、

交
通

量
の

減
少

、
歩

道
の

設
置

又
は

線
形

不
良

区
間

の
解

消
等

に
よ

り
、

当
該

区
間

の
安

全
性

の
向

上
が

期
待

で
き

る
。

□
当

該
区

間
の

自
動

車
交

通
量

が
1
,0

0
0
台

/
1
2
h
以

上
（
当

該
区

間
が

通
学

路
で

あ
る

場
合

は
5
0
0
台

/12
h以

上
）
か

つ
歩

行
者

交
通

量
100

人
/
日

以
上

（当
該

区
間

が
通

学
路

で
あ

る
場

合
は

学
童

、
園

児
が

4
0
人

以
上

）
の

場
合

、
又

は
歩

行
者

交
通

量
5
0
0
人

/
日

以
上

の
場

合
に

お
い

て
、

歩
道

が
無

い
又

は
狭

小
な

区
間

に
歩

道
が

設
置

さ
れ

る
。

(2
)

災
害

へ
の

備
え

□
近

隣
市

へ
の

ル
ー

ト
が

１
つ

し
か

な
く
、

災
害

に
よ

る
１

～
２

カ
箇

所
の

道
路

寸
断

で
孤

立
化

す
る

集
落

を
解

消
す

る
。

■
対

象
区

間
が

、
都

道
府

県
地

域
防

災
計

画
、

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

計
画

又
は

地
震

対
策

緊
急

整
備

事
業

計
画

に
位

置
づ

け
が

あ
る

、
又

は
地

震
防

災
緊

急
事

業
五

箇
年

計
画

に
位

置
づ

け
の

あ
る

路
線

（
以

下
「
緊

急
輸

送
道

路
」
と

い
う

）
と

し
て

位
置

づ
け

あ
り

。

□
緊

急
輸

送
道

路
が

通
行

止
に

な
っ

た
場

合
に

大
幅

な
迂

回
を

強
い

ら
れ

る
区

間
の

代
替

路
線

を
形

成
す

る
。

□
並

行
す

る
高

速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

代
替

路
線

と
し

て
機

能
す

る
。

（
A

’
路

線
と

し
て

位
置

づ
け

が
あ

る
場

合
）

□
現

道
等

の
防

災
点

検
又

は
震

災
点

検
要

対
策

箇
所

も
し

く
は

架
替

の
必

要
あ

る
老

朽
橋

梁
に

お
け

る
通

行
規

制
等

が
解

消
さ

れ
る

。

□
現

道
等

の
事

前
通

行
規

制
区

間
、

特
殊

通
行

規
制

区
間

又
は

冬
期

交
通

障
害

区
間

を
解

消
す

る
。

Ⅳ
．

環
境

(1
)

地
球

環
境

の
保

全
●

対
象

道
路

の
整

備
に

よ
り

削
減

さ
れ

る
自

動
車

か
ら

の
C

O
2
排

出
量

(2
)

生
活

環
境

の

改
善

・
保

全

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

N
O

2
排

出
削

減
率

●
現

道
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P

M
排

出
削

減
率

□
現

道
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
が

夜
間

要
請

限
度

を
超

過
し

て
い

る
区

間
に

つ
い

て
、

新
た

に
要

請
限

度
を

下
回

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
区

間
が

あ
る

。

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

。

Ⅴ
．

そ
の

他
(1

)
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

と
の

関
係

□
関

連
す

る
大

規
模

道
路

事
業

と
一

体
的

に
整

備
す

る
必

要
あ

り
。

■
他

機
関

と
の

連
携

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

(2
)

そ
の

他
□

そ
の

他
、

対
象

地
域

や
事

業
に

固
有

の
事

情
等

、
以

上
の

項
目

に
属

さ
な

い
効

果
が

期
待

さ
れ

る
。
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-
2
0 
-

○
再
評
価
実
施
時
点
に
お
け
る
評
価
指
標
該
当
項
目
の
内
容

前
提
条
件

（
１
）
事

業
の

効
率
性

Ｂ
／

Ｃ
＝

５
．

１
（

事
業
全

体
の

３
便
益

に
よ

る
費

用
対

効
果

）
Ｂ

／
Ｃ

＝
５
．

１
（

残
事
業

の
３

便
益
に

よ
る

費
用

対
効

果
）

Ⅰ
．

活
力

（
１

）
円

滑
な

モ
ビ
リ

テ
ィ

の
確
保

・
事

業
区

間
に

お
け

る
損

失
時

間
削

減
率

＝
約

6
8
％

【
P
8
で

詳
述

】
（

現
状

：
1
7
5
.
3
万
人

時
間

/
年

→
 整

備
あ

り
：

5
6
.
8
万

人
時

間
/
年

）

（
４

）
国

土
・

地
域
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
構

築

・
各

都
市

間
の

通
勤

な
ど

の
利

便
性

が
向

上
す

る
。

【
P
1
0
で

詳
述

】
・
周

辺
の

工
業
団

地
を

は
じ
め

と
し

た
、
地

域
産

業
の

さ
ら

な
る

活
性

化
が

期
待

さ
れ

る
。

【
P
1
1
で

詳
述

】
（

５
）
個

性
あ

る
地
域

の
形

成
・
主

要
な

観
光
地

へ
の

ア
ク
セ

ス
性

及
び
周

遊
性

の
向

上
が

期
待

さ
れ

る
。

【
P
1
2
で

詳
述

】

Ⅲ
．

安
全

（
２

）
災

害
へ

の
備
え

・
第

一
次

緊
急
輸

送
道

路
と
し

て
の

位
置
づ

け
あ

り
。

【
P
1
3
で

詳
述

】

Ⅳ
．

環
境

（
１

）
地

球
環

境
の
保

全
・
費

用
便

益
分
析

対
象

エ
リ
ア

の
C
O
2 排

出
量

の
削

減
量

＝
5
,
7
8
0
.
8
t
-
c
o
2 /年

（
整

備
な

し
1,

0
71,

4
5
1.

0
t-

c
o
2 /
年

→
整

備
あ

り
1,

0
65,

6
7
0.

2
t-

c
o
2 /
年

）

（
２

）
生

活
環

境
の
改

善
・

保
全

・
費

用
便

益
分

析
対

象
エ

リ
ア

の
NO
x
排

出
量

の
削

減
量

＝
4
0.2

t
-
NO
x
/年

（
整

備
な

し
3
,
5
8
3
.
0
t
-
N
O
x
/
年

→
整

備
あ

り
3
,
5
4
2
.
8
t
-
N
O
x
/
年

）
・

費
用

便
益

分
析

対
象

エ
リ

ア
の

SP
M
排

出
量

の
削

減
量

＝
3
.9t

-
S
PM
/年

（
整

備
な

し
3
1
8
.
6
t
-
S
P
M
/
年

→
整

備
あ

り
3
1
4
.
7
t
-
S
P
M
/
年

）

Ⅴ
．

そ
の

他
（

１
）
他

の
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

と
の
関

連
・
石

川
県

の
長
期

構
想

（
「
ダ

ブ
ル

ラ
ダ
―

結
い

の
道

」
整

備
構

想
）

に
位

置
付

け
ら

れ
た

道
路

で
あ

り
、

南
北
に

長
い

石
川

県
の

連
携

向
上

が
図

ら
れ

る
。

【
P
1
4
で

詳
述

】



-
2
1 
-

様
式
－
２

費
用

便
益

分
析

の
結

果

路
線

名
事

業
名

延
長

事
業

種
別

現
拡
・
Ｂ
Ｐ
・
そ

の
他
の
別

国
道

8
号

小
松

バ
イ

パ
ス

L
=
1
5
.
6
k
m

二
次

改
築

現
拡

計
画

交
通

量
(
台
/
日
)

車
線

数
事

業
主

体

2
4
,
0
0
0
～
3
8
,
2
0
0

4
北
陸
地
方
整
備
局

①
 
費

　
用

事
　

業
　

費
維
持

管
理

費
合

　
　

計

基
 
準
 
年

単
純
合
計

9
4
億
円
 

1
8
0
億
円
 

2
7
4
億
円
 

う
ち

残
事

業
分

4
3
億
円
 

9
7
億
円
 

1
4
0
億
円
 

基
準
年
に
お
け
る

現
在
価
値
 
(
Ｃ
)

9
6
億
円
 

7
5
億
円
 

1
7
0
億
円
 

う
ち

残
事

業
分

3
7
億
円
 

3
3
億
円
 

7
0
億
円
 

②
 
便

　
益

走
行
時
間

短
縮
便
益

走
行
経
費

減
少
便
益

交
通

事
故

減
少

便
益

合
　
　
計

基
 
準
 
年

平
成
2
7
年
度

供
 
用
 
年

単
年
便
益

（
初

年
便

益
）

2
3
億
円
 

2
.
8
億
円
 

0
.
7
2
億
円
 

2
7
億
円
 

基
準
年
に
お
け
る

現
在
価
値
 
(
Ｂ
)

7
5
2
億
円
 

8
0
億
円
 

3
4
億
円
 

8
6
7
億
円
 

う
ち

残
事

業
分

3
3
3
億
円
 

1
8
億
円
 

6
.
6
億
円
 

3
5
8
億
円
 

平
成

2
7
年

度

平
成

2
7
年

度
、

平
成

3
4
年

度



-
2
2 
-

③
 結

　
果

注
）

費
用

及
び

便
益

の
合

計
は

、
表

示
桁

数
の

関
係
で
計
算
値
と
一
致
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

④
 感

 
度
 分

 析

【
事
業
全
体
】

変
動

要
因

基
準

値
変
動

ケ
ー

ス

交
通
量

24,000～
38,200

±
１
０
％

事
業

費
9
4億

円
 

±
１

０
％

事
業
期
間

15年
±

２
０

％

【
残

事
業

】

変
動

要
因

基
準

値
変
動

ケ
ー

ス

交
通
量

24,000～
38,200

±
１
０
％

事
業

費
4
3億

円
 

±
１

０
％

事
業
期
間

6年
±
２
０
％

費
用
便
益
比
（
Ｂ
／
Ｃ
）

4.4～
5.4

4.8～
5.4

4.9～
5.3

5.0～
5.3

5.0～
5.2

697億
円
 

経
済

的
内

部
収

益
率

（
残

事
業

）

費
用

便
益

比
（

事
業

全
体

）
5
.
1

24.7%

26.5%

費
用
便
益
比
（
Ｂ
／
Ｃ
）

4.9～
6.0

経
済

的
内

部
収

益
率

（
事

業
全

体
）

費
用

便
益

比
（

残
事

業
）

5
.
1

経
済

的
純

現
在

価
値

（
残

事
業

）
288億

円
 

経
済

的
純

現
在

価
値

（
事

業
全

体
）



交
通

状
況

の
変

化

事
業

名
　

（
事

業
全

体
）

（
推

計
時

点
 
 
 
 
Ｈ

４
２

年
）

交
通

量
※

1
[
台

/
日

]

走
行

時
間

※
２

[
分

]

走
行

時
間

費
用

※
3

[
億

円
/
年

]

交
通

量
[
台

/
日

]

走
行

時
間

[
分

]

走
行

時
間

費
用

[
億

円
/
年

]

交
通

量
[
台

/
日

]

走
行

時
間

[
分

]

走
行

時
間

費
用

[
億

円
/
年

]

交
通

量
[
台

/
日

]

走
行

時
間

[
分

]

走
行

時
間

費
用

[
億

円
/
年

]

走
行

時
間

費
用

[
億

円
/
年

]

走
行

時
間

短
縮

便
益

[
億

円
/
年

]

※
１

：
　

当
該

道
路

内
の

平
均

値
ま

た
は

代
表

的
な

値
を

記
載

す
る

。

※
２

：
　

配
分

計
算

結
果

を
用

い
る

場
合

と
当

該
道

路
の

代
表

的
な

速
度

か
ら

算
出

す
る

場
合

が
あ

る
。

　

※
３

：
　

費
用

便
益

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
い

車
種

別
、

区
間

別
に

算
出

し
た

も
の

の
合

計
値

で
あ

る
。

※
４

：
　

当
該

事
業

に
よ

り
大

き
な

変
化

が
生

じ
る

道
路

に
つ

い
て

３
～

５
路

線
程

度
以

内
で

記
載

す
る

。

※
５

：
　

②
主

な
周

辺
道

路
に

お
け

る
交

通
量

の
予

測
地

点
は

、
事

業
全

体
と

残
事

業
で

同
地

点
に

お
い

て
設

定
す

る
。

1
1
4
.
9
0

1
0
7
.
0
9

様
式
－

３
①

小
松

バ
イ

パ
ス

整
備

な
し

(
A
)

整
備

あ
り

(
B
)

1
5

3
,
0
0
0

(
2
)
(
一

)
津

波
倉

寺
井

線:
5
.
6
k
m

8
,
3
0
0

①
新

設
・

改
築

道
路

[
小

松
バ

イ
パ

ス
]

:
1
5
.
6
k
m

2
5
,
3
0
0

1
4
,
1
0
0

3
2
,
7
0
0

2
4

1
89

1
8
.
6
3

5
.
1
8

1
1
,
7
0
0

1
3
,
2
0
0

2
6

2
6

6
4
.
7
2

5
8
.
9
0

(
3
)
(
主

)
小

松
加

賀
線

:
8
.
9
k
m

1
3
,
2
0
0

3
4
.
0
8

2
8
.
5
7

1
6

②
主

な
周

辺
道

路
※

4

(
1
)
国

道
3
0
5
号

:
1
3
.
7
k
m

1
2

3
9
.
4
9

3
,
1
5
3
.
5
5

走
行
時
間
費
用

整
備
な
し
(A
)

走
行
時
間
費
用

整
備
あ

り
(B
)

走
行
時

間
短
縮
便
益

(
A 
- 
B)

3
,
1
6
0
.
4
5

合
計

：
1
1
8
0
.
9
k
m

3
,
3
9
2
.
7
8

3
,
3
5
3
.
2
9

③
そ

の
他

道
路

合
計

L
=
1
1
3
7
.
1
k
m

-
2
3 
-



交
通

状
況

の
変

化

事
業

名
　

（
残

事
業

）

（
推

計
時

点
 
 
 
 
Ｈ

４
２

年
）

交
通

量
※

1
[
台

/
日

]

走
行

時
間

※
２

[
分

]

走
行

時
間

費
用

※
3

[
億

円
/
年

]

交
通

量
[
台

/
日

]

走
行

時
間

[
分

]

走
行

時
間

費
用

[
億

円
/
年

]

交
通

量
[
台

/
日

]

走
行

時
間

[
分

]

走
行

時
間

費
用

[
億

円
/
年

]

交
通

量
[
台

/
日

]

走
行

時
間

[
分

]

走
行

時
間

費
用

[
億

円
/
年

]

走
行

時
間

費
用

[
億

円
/
年

]

走
行

時
間

短
縮

便
益

[
億

円
/
年

]

※
１

：
　

当
該

道
路

内
の

平
均

値
ま

た
は

代
表

的
な

値
を

記
載

す
る

。

※
２

：
　

配
分

計
算

結
果

を
用

い
る

場
合

と
当

該
道

路
の

代
表

的
な

速
度

か
ら

算
出

す
る

場
合

が
あ

る
。

　

※
３

：
　

費
用

便
益

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

従
い

車
種

別
、

区
間

別
に

算
出

し
た

も
の

の
合

計
値

で
あ

る
。

※
４

：
　

当
該

事
業

に
よ

り
大

き
な

変
化

が
生

じ
る

道
路

に
つ

い
て

３
～

５
路

線
程

度
以

内
で

記
載

す
る

。

※
５

：
　

②
主

な
周

辺
道

路
に

お
け

る
交

通
量

の
予

測
地

点
は

、
事

業
全

体
と

残
事

業
で

同
地

点
に

お
い

て
設

定
す

る
。

様
式
－

３
①

小
松

バ
イ

パ
ス

整
備

な
し

(
A
)

整
備

あ
り

(
B
)

①
新

設
・

改
築

道
路

[
小

松
バ

イ
パ

ス
]

:
1
5
.
6
k
m

3
1
,
3
0
0

3
2
,
7
0
0

2
1

1
8

1
1
9
.
0
9

1
0
7
.
0
9

②
主

な
周

辺
道

路
※

4

(
1
)
国

道
3
0
5
号

:
1
3
.
7
k
m

1
3
,
4
0
0

1
3
,
2
0
0

2
6

2
6

5
9
.
6
3

5
8
.
9
0

(
2
)
(
一

)
津

波
倉

寺
井

線:
5
.
6
k
m

2
,
7
0
0

3
,
0
0
0

9
9

4
.
7
5

5
.
1
8

(
3
)
(
主

)
小

松
加

賀
線

:
8
.
9
k
m

1
2
,
2
0
0

1
1
,
7
0
0

1
5

1
5

3
0
.
5
8

2
8
.
5
7

走
行
時

間
短
縮
便
益

(
A 
- 
B)

合
計

：
1
1
8
0
.
9
k
m

3
,
3
7
3
.
9
1

3
,
3
5
3
.
2
9

2
0
.
6
2

③
そ

の
他

道
路

合
計

L
=
1
1
3
7
.
1
k
m

3
,
1
5
9
.
8
6

3
,
1
5
3
.
5
5

走
行
時
間
費
用

整
備
な
し
(A
)

走
行
時
間
費
用

整
備
あ

り
(B
)

-
2
4 
-



（
２

）
 
図

面
（

①
、

②
に

該
当

す
る

道
路

を
明

示
す

る
こ

と
）

(2
)

(3
)

(1
)

新
設

・
改

築
道

路

1
5
.6

k
m

-
2
5 
-



-
2
6 
-

様
式

－
３

②

費
用

便
益

分
析

の
条

件

事
業

名
：

（
２

）
項

目
チ

ェ
ッ

ク
欄

費
用

便
益

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル

（
平

成
２

０
年

１
１

月
　

国
土

交
通

省
　

道
路

局
　

都
市

・
地

域
整

備
局

）

そ
の

他
□

分
析

対
象

期
間

5
0
年

社
会

的
割

引
率

4
%

基
準

年
次

H
2
7
年

１
時

点
の

み
推

計
□

複
数

時
点

で
の

推
計

■
（
H

1
7
、

4
2
）

整
備

の
有

無
そ

れ
ぞ

れ
で

交
通

流
を

推
計

■

整
備

の
有

無
の

い
ず

れ
か

の
み

推
計

□
 有

　
　

　
□

 無
い

ず
れ

か
の

み
の

推
計

と
し

た
理

由
を

記
載

道
路

交
通

セ
ン

サ
ス

を
ベ

ー
ス

と
し

た
自

動
車

Ｏ
Ｄ

表

（
三

段
階

推
定

法
）

パ
ー

ソ
ン

ト
リ

ッ
プ

調
査

を
ベ

ー
ス

と
し

た
自

動
車

Ｏ
Ｄ

表

（
四

段
階

推
定

法
）

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□

交
　

　
　

無
■

通
　

　
　

有
□

流
考

慮
し

た
開

発
交

通
量

（
ト

リ
ッ

プ
数

）
（
　

　
）
台

ﾄﾘｯ
ﾌ
ﾟ/

日

推
考

慮
し

た
理

由
を

記
載

計

Ｑ
－

Ｖ
式

を
用

い
た

配
分

□

転
換

率
式

を
用

い
た

配
分

□

Ｑ
－

Ｖ
式

と
転

換
率

式
の

併
用

に
よ

る
配

分
■

均
衡

配
分

（
リ

ン
ク

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
関

数
を

用
い

た
配

分
）

□

簡
易

手
法

□

小
規

模
事

業
で

あ
る

□

山
間

部
海

岸
部

で
併

行
道

路
が

少
な

い
□

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
簡

易
手

法
の

考
え

方
（
将

来
交

通
量

の
設

定
方

法
等

）

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□

各
回

の
配

分
終

了
時

の
速

度
を

交
通

量
で

ウ
ェ

イ
ト

付
け

し
て

設
定

採
用

理
由

を
記

載

最
終

配
分

の
速

度
□

採
用

理
由

を
記

載

■

配
分

交
通

量
の

推
計

手
法

簡
易

手
法

の

採
択

理
由

□

小
松

バ
イ

パ
ス

算
出

マ
ニ

ュ
ア

ル

推
計

に
用

い
た

Ｏ
Ｄ

表

速
度

設
定

の
考

え
方

■
（
H

1
7
年

セ
ン

サ
ス

）

□

開
発

交
通

量
の

考
慮

有
の

場
合

の
み

■

分
析

の
基

本
的

事
項

交
通

流
の

推
計

時
点

推
計

の
状

況
い

ず
れ

か
の

み
の

推
計

の
場

合

そ
の

他
（
最

終
配

分
で

Q
o
を

超
え

る
場

合
、

実
態

に
即

し
た

速
度

で
補

正
）



-
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事
業

名
：

（３
）

項
目

チ
ェ

ッ
ク

欄

考
慮

し
な

い
■

考
慮

す
る

□

面
的

に
考

慮
□

対
象

路
線

の
み

考
慮

□

採
用

し
た

休
日

係
数

（　
　

　
）　

％
休

日
係

数
を

考
慮

し
た

理
由

お
よ

び
採

用
し

た
休

日
係

数
の

考
え

方
を

記
載

考
慮

し
な

い
■

考
慮

す
る

□

採
用

し
た

通
行

止
め

日
数

（　
　

　
）　

日

と
り

止
め

交
通

を
考

慮
す

る
□

と
り

止
め

交
通

を
考

慮
し

な
い

場
合

は
そ

の
理

由
、

考
慮

し
た

場
合

は
そ

の
考

え
方

を
記

載

考
慮

し
な

い
□

考
慮

す
る

■

採
用

し
た

冬
期

日
数

（
年

あ
た

り
）

　
　

　
　

（85）日

採
用

し
た

冬
期

日
数

の
考

え
方

を
記

載

冬
期

の
走

行
速

度
と

交
通

容
量

の
関

係
設

定
の

考
え

方
を

記
載

■□

費
用

便
益

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

値
を

使
用

■

独
自

に
設

定
し

た
値

を
使

用
□

　
算

出
根

拠
を

添
付

す
る

こ
と

費
用

便
益

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

値
を

使
用

■

独
自

に
設

定
し

た
値

を
使

用
□

　
算

出
根

拠
を

添
付

す
る

こ
と

中
央

分
離

帯
の

有
無

を
考

慮
□

中
央

分
離

帯
の

有
無

を
考

慮
し

な
い

■

考
慮

し
な

い
■

考
慮

す
る

□
　

（
考

慮
の

場
合

、
算

出
根

拠
を

添
付

す
る

こ
と

）

そ
の

他 車
種

別
時

間
価

値
原

単
位

車
種

別
走

行
経

費
原

単
位

交
通

事
故

減
少

便
益

算
定

走
行

時
間

短
縮

・走
行

経
費

減
少

・交
通

事
故

減
少

以
外

の
便

益

冬
期

交
通

の
影

響
考

慮
す

る
場

合
の

み

降
雪

が
最

初
に

観
測

さ
れ

た
日

か
ら

最
後

に
観

測
さ

れ
た

日
ま

で
の

日
数

（85日
）及

び
降

雪
日

数
（
2
9
日

）
を

考
慮

通
常

期
と

冬
期

の
速

度
比

（降
雪

時
15%低

下
、

降
雪

時
以

外
8%低

下
）を

考
慮

小
松

バ
イ

パ
ス

便益の算定

休
日

交
通

の
影

響
考

慮
す

る
場

合
の

み

災
害

等
に

よ
る

通
行

止
め

の
影

響
考

慮
す

る
場

合
の

み

交
通

流
推

計
の

時
点

以
外

の
便

益
の

算
定

ブ
ロ

ッ
ク

別
・
車

種
別

走
行

台
キ

ロ
の

伸
び

率
に

よ
る

設
定

そ
の

他
（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

採
用

し
た

通
行

止
め

日
数

の
考

え
方

を
記

載
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事
業

名
：

（
４

）
項

目
チ

ェ
ッ

ク
欄

詳
細

事
業

計
画

に
よ

る
値

を
採

用
□

標
準

投
資

パ
タ

ー
ン

を
採

用
□

そ
の

他
（
概

略
事

業
計

画
に

よ
る

値
を

採
用

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

■
維

持
管

理
費

の
設

定
根

拠
を

記
載

北
陸

地
方

整
備

局
管

内
直

轄
路

線
の

実
績

値
か

ら
設

定

積
雪

地
域

ま
た

は
寒

冷
地

域
で

あ
る

■

考
慮

し
な

い
■

考
慮

す
る

□

事
業

費
を

考
慮

□

維
持

管
理

費
を

考
慮

□

そ
の

他

４
．

そ
の
他 維
持

管
理

費

雪
寒

費

小
松

バ
イ

パ
ス

事
業

費

費用の算定

当
該

道
路

整
備

が
行

わ
れ

な
い

場
合

の
費

用
考

慮
す

る
場

合
の

み

当
該

道
路

整
備

が
行

わ
れ

な
い

場
合

の
費

用
を

考
慮

し
た

理
由

及
び

考
え

方
を

記
載

（
対

策
内

容
、

費
用

等
）



-
2
9 
-

様
式

－
４

   費
用

の
現

在
価

値
算

定
表

維
持

管
理

費
の

単
純

単
価

の
算

出
(消

費
税

相
当

額
含

む
)

箇
所

名
：
小

松
バ

イ
パ

ス
（
事

業
全

体
）

単
価

(億
円

)
延

長
(㎞

)
単

純
価

値
(億

円
)

0
.2

6
9

1
5
.6

4
.1

9

割
戻

率
G

D
P

事
業

費
（
億

円
）

維
持

管
理

費
（
億

円
）

年
次

 年
度

ﾃ
ﾞﾌ

ﾚ
ｰ
ﾀ

単
純

価
値

現
在

価
値

単
純

価
値

現
在

価
値

－
8
年

目
H

1
9

1
.3

6
8
6

9
7
.6

0
.1

9
0
.2

4
－

7
年

目
H

2
0

1
.3

1
5
9

9
6
.8

2
.4

8
3
.0

7
－

6
年

目
H

2
1

1
.2

6
5
3

9
5
.6

6
.6

2
7
.9

8
－

5
年

目
H

2
2

1
.2

1
6
7

9
3
.7

6
.8

1
8
.0

6
－

4
年

目
H

2
3

1
.1

6
9
9

9
2
.1

7
.3

3
8
.4

9
－

3
年

目
H

2
4

1
.1

2
4
9

9
1
.3

1
7
.8

1
1
9
.9

9
－

2
年

目
H

2
5

1
.0

8
1
6

9
1
.1

4
.8

6
5
.2

5
－

1
年

目
H

2
6

1
.0

4
0
0

9
1
.1

4
.3

8
4
.5

6
供

用
開

始
年

次
H

2
7

1
.0

0
0
0

9
1
.1

0
.7

4
0
.7

4
1
.9

4
1
.9

4
1
年

目
H

2
8

0
.9

6
1
5

9
1
.1

5
.5

6
5
.3

4
1
.9

4
1
.8

6
2
年

目
H

2
9

0
.9

2
4
6

9
1
.1

7
.0

4
6
.5

1
1
.9

4
1
.7

9
3
年

目
H

3
0

0
.8

8
9
0

9
1
.1

7
.4

1
6
.5

9
1
.9

4
1
.7

2
4
年

目
H

3
1

0
.8

5
4
8

9
1
.1

7
.5

0
6
.4

1
1
.9

4
1
.6

5
5
年

目
H

3
2

0
.8

2
1
9

9
1
.1

7
.5

0
6
.1

6
1
.9

4
1
.5

9
6
年

目
H

3
3

0
.7

9
0
3

9
1
.1

7
.7

8
6
.1

5
1
.9

4
1
.5

3
7
年

目
H

3
4

0
.7

5
9
9

9
1
.1

3
.8

8
2
.9

5
8
年

目
H

3
5

0
.7

3
0
7

9
1
.1

3
.8

8
2
.8

3
9
年

目
H

3
6

0
.7

0
2
6

9
1
.1

3
.8

8
2
.7

3
1
0
年

目
H

3
7

0
.6

7
5
6

9
1
.1

3
.8

8
2
.6

2
1
1
年

目
H

3
8

0
.6

4
9
6

9
1
.1

3
.8

8
2
.5

2
1
2
年

目
H

3
9

0
.6

2
4
6

9
1
.1

3
.8

8
2
.4

2
1
3
年

目
H

4
0

0
.6

0
0
6

9
1
.1

3
.8

8
2
.3

3
1
4
年

目
H

4
1

0
.5

7
7
5

9
1
.1

3
.8

8
2
.2

4
1
5
年

目
H

4
2

0
.5

5
5
3

9
1
.1

3
.8

8
2
.1

5
1
6
年

目
H

4
3

0
.5

3
3
9

9
1
.1

3
.8

8
2
.0

7
1
7
年

目
H

4
4

0
.5

1
3
4

9
1
.1

3
.8

8
1
.9

9
1
8
年

目
H

4
5

0
.4

9
3
6

9
1
.1

3
.8

8
1
.9

2
1
9
年

目
H

4
6

0
.4

7
4
6

9
1
.1

3
.8

8
1
.8

4
2
0
年

目
H

4
7

0
.4

5
6
4

9
1
.1

3
.8

8
1
.7

7
2
1
年

目
H

4
8

0
.4

3
8
8

9
1
.1

3
.8

8
1
.7

0
2
2
年

目
H

4
9

0
.4

2
2
0

9
1
.1

3
.8

8
1
.6

4
2
3
年

目
H

5
0

0
.4

0
5
7

9
1
.1

3
.8

8
1
.5

7
2
4
年

目
H

5
1

0
.3

9
0
1

9
1
.1

3
.8

8
1
.5

1
2
5
年

目
H

5
2

0
.3

7
5
1

9
1
.1

3
.8

8
1
.4

6
2
6
年

目
H

5
3

0
.3

6
0
7

9
1
.1

3
.8

8
1
.4

0
2
7
年

目
H

5
4

0
.3

4
6
8

9
1
.1

3
.8

8
1
.3

5
2
8
年

目
H

5
5

0
.3

3
3
5

9
1
.1

3
.8

8
1
.2

9
2
9
年

目
H

5
6

0
.3

2
0
7

9
1
.1

3
.8

8
1
.2

4
3
0
年

目
H

5
7

0
.3

0
8
3

9
1
.1

3
.8

8
1
.2

0
3
1
年

目
H

5
8

0
.2

9
6
5

9
1
.1

3
.8

8
1
.1

5
3
2
年

目
H

5
9

0
.2

8
5
1

9
1
.1

3
.8

8
1
.1

1
3
3
年

目
H

6
0

0
.2

7
4
1

9
1
.1

3
.8

8
1
.0

6
3
4
年

目
H

6
1

0
.2

6
3
6

9
1
.1

3
.8

8
1
.0

2
3
5
年

目
H

6
2

0
.2

5
3
4

9
1
.1

3
.8

8
0
.9

8
3
6
年

目
H

6
3

0
.2

4
3
7

9
1
.1

3
.8

8
0
.9

5
3
7
年

目
H

6
4

0
.2

3
4
3

9
1
.1

3
.8

8
0
.9

1
3
8
年

目
H

6
5

0
.2

2
5
3

9
1
.1

3
.8

8
0
.8

7
3
9
年

目
H

6
6

0
.2

1
6
6

9
1
.1

3
.8

8
0
.8

4
4
0
年

目
H

6
7

0
.2

0
8
3

9
1
.1

3
.8

8
0
.8

1
4
1
年

目
H

6
8

0
.2

0
0
3

9
1
.1

3
.8

8
0
.7

8
4
2
年

目
H

6
9

0
.1

9
2
6

9
1
.1

3
.8

8
0
.7

5
4
3
年

目
H

7
0

0
.1

8
5
2

9
1
.1

3
.8

8
0
.7

2
4
4
年

目
H

7
1

0
.1

7
8
0

9
1
.1

3
.8

8
0
.6

9
4
5
年

目
H

7
2

0
.1

7
1
2

9
1
.1

3
.8

8
0
.6

6
4
6
年

目
H

7
3

0
.1

6
4
6

9
1
.1

3
.8

8
0
.6

4
4
7
年

目
H

7
4

0
.1

5
8
3

9
1
.1

3
.8

8
0
.6

1
4
8
年

目
H

7
5

0
.1

5
2
2

9
1
.1

3
.8

8
0
.5

9
4
9
年

目
H

7
6

0
.1

4
6
3

9
1
.1

3
.8

8
0
.5

7
  合

　
計

9
4
.0

0
9
5
.5

4
1
8
0
.3

8
7
4
.5

3

単
純

事
業

費
計

9
4
.0

0
1
8
0
.3

8

注
１

）
事

業
費

の
投

資
パ

タ
ー

ン
は

、
費

用
便

益
分

析
の

計
算

条
件

と
し

て
設

定
し

た
投

資
パ

タ
ー

ン
で

あ
り

、
　

　
　

必
ず

し
も

全
体

の
予

算
制

約
等

を
踏

ま
え

た
も

の
で

は
な

い
。

　
　

　
こ

の
た

め
、

毎
年

度
の

予
算

の
状

況
や

、
用

地
・
工

事
の

進
捗

に
よ

り
、

実
際

の
事

業
展

開
と

は
異

な
る

こ
と

が
あ

る
。

　
　

　
（
投

資
パ

タ
ー

ン
の

変
化

に
よ

る
費

用
便

益
分

析
結

果
へ

の
影

響
等

に
つ

い
て

は
、

再
評

価
及

び
事

後
評

価
と

し
て

　
　

　
評

価
を

実
施

。
）

注
２

）
評

価
対

象
期

間
最

終
年

に
お

い
て

、
用

地
残

存
価

値
（
割

引
後

の
用

地
費

）
を

控
除

し
て

い
る

。



-
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様
式

－
４

   費
用

の
現

在
価

値
算

定
表

維
持

管
理

費
の

単
純

単
価

の
算

出
(消

費
税

相
当

額
含

む
)

箇
所

名
：
小

松
バ

イ
パ

ス
（
残

事
業

）
単

価
(億

円
)

延
長

(㎞
)

単
純

価
値

(億
円

)

0
.2

5
3

8
.3

2
.1

0

割
戻

率
G

D
P

事
業

費
（
億

円
）

維
持

管
理

費
（
億

円
）

年
次

 年
度

ﾃ
ﾞﾌ

ﾚ
ｰ
ﾀ

単
純

価
値

現
在

価
値

単
純

価
値

現
在

価
値

－
7
年

目
H

2
7

1
.0

0
0
0

9
1
.1

－
6
年

目
H

2
8

0
.9

6
1
5

9
1
.1

5
.5

6
5
.3

4
－

5
年

目
H

2
9

0
.9

2
4
6

9
1
.1

7
.0

4
6
.5

1
－

4
年

目
H

3
0

0
.8

8
9
0

9
1
.1

7
.4

1
6
.5

9
－

3
年

目
H

3
1

0
.8

5
4
8

9
1
.1

7
.5

0
6
.4

1
－

2
年

目
H

3
2

0
.8

2
1
9

9
1
.1

7
.5

0
6
.1

6
－

1
年

目
H

3
3

0
.7

9
0
3

9
1
.1

7
.7

8
6
.1

5
供

用
開

始
年

次
H

3
4

0
.7

5
9
9

9
1
.1

1
.9

4
1
.4

8
1
年

目
H

3
5

0
.7

3
0
7

9
1
.1

1
.9

4
1
.4

2
2
年

目
H

3
6

0
.7

0
2
6

9
1
.1

1
.9

4
1
.3

7
3
年

目
H

3
7

0
.6

7
5
6

9
1
.1

1
.9

4
1
.3

1
4
年

目
H

3
8

0
.6

4
9
6

9
1
.1

1
.9

4
1
.2

6
5
年

目
H

3
9

0
.6

2
4
6

9
1
.1

1
.9

4
1
.2

1
6
年
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様式－５

便益の現在価値算定表 箇所名：小松バイパス（事業全体）

GDP 合　　　計

総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割戻率 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故減少便益(億円) (億円)

(北陸ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 便益合計 現在価値

年次 H 27 乗用車類 小型貨物 普通貨物 全車 (A) 91.1 乗用車類 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車類 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割引率4%

供用開始年次 H 27 0.99460 0.98179 0.97381 0.99023 1.0000 91.1 11.95 3.20 8.12 23.27 23.27 0.73 0.31 1.73 2.78 2.78 0.72 0.72 26.76 26.76

1年目 H 28 0.99457 0.98145 0.97310 0.99014 0.9615 91.1 11.88 3.14 7.90 22.92 22.04 0.73 0.30 1.69 2.72 2.61 0.71 0.68 26.35 25.34

2年目 H 29 0.99454 0.98110 0.97236 0.99004 0.9246 91.1 11.82 3.08 7.68 22.58 20.88 0.72 0.30 1.64 2.66 2.46 0.70 0.65 25.95 23.99

3年目 H 30 0.99451 0.98074 0.97157 0.98994 0.8890 91.1 11.75 3.02 7.47 22.24 19.77 0.72 0.29 1.59 2.61 2.32 0.70 0.62 25.54 22.71

4年目 H 31 0.99448 0.98036 0.97074 0.98984 0.8548 91.1 11.69 2.96 7.25 21.90 18.72 0.72 0.29 1.55 2.55 2.18 0.69 0.59 25.14 21.49

5年目 H 32 0.99445 0.97997 0.96986 0.98973 0.8219 91.1 11.62 2.90 7.03 21.55 17.72 0.71 0.28 1.50 2.49 2.05 0.68 0.56 24.73 20.33

6年目 H 33 0.99588 0.98583 0.98106 0.99285 0.7903 91.1 11.58 2.86 6.90 21.33 16.86 0.71 0.28 1.47 2.46 1.94 0.68 0.54 24.47 19.34

7年目 H 34 0.99586 0.98563 0.98070 0.99280 0.7599 91.1 25.72 4.74 12.38 42.85 32.56 2.84 0.32 1.29 4.45 3.38 2.10 1.59 49.40 37.54

8年目 H 35 0.99585 0.98542 0.98032 0.99275 0.7307 91.1 25.62 4.67 12.14 42.43 31.00 2.83 0.32 1.26 4.41 3.22 2.08 1.52 48.92 35.75

9年目 H 36 0.99583 0.98520 0.97992 0.99270 0.7026 91.1 25.51 4.60 11.89 42.01 29.51 2.82 0.31 1.24 4.37 3.07 2.07 1.45 48.44 34.04

10年目 H 37 0.99581 0.98498 0.97951 0.99264 0.6756 91.1 25.40 4.53 11.65 41.59 28.10 2.80 0.31 1.21 4.33 2.92 2.05 1.39 47.97 32.41

11年目 H 38 0.99579 0.98475 0.97908 0.99259 0.6496 91.1 25.30 4.47 11.41 41.17 26.74 2.79 0.30 1.19 4.29 2.78 2.04 1.32 47.49 30.85

12年目 H 39 0.99578 0.98452 0.97864 0.99253 0.6246 91.1 25.19 4.40 11.16 40.75 25.45 2.78 0.30 1.16 4.24 2.65 2.02 1.26 47.01 29.36

13年目 H 40 0.99576 0.98427 0.97817 0.99248 0.6006 91.1 25.08 4.33 10.92 40.33 24.22 2.77 0.30 1.14 4.20 2.52 2.01 1.20 46.54 27.95

14年目 H 41 0.99574 0.98402 0.97768 0.99242 0.5775 91.1 24.98 4.26 10.67 39.91 23.05 2.76 0.29 1.11 4.16 2.40 1.99 1.15 46.06 26.60

15年目 H 42 0.99572 0.98376 0.97717 0.99236 0.5553 91.1 24.87 4.19 10.43 39.49 21.93 2.74 0.29 1.09 4.12 2.29 1.98 1.10 45.58 25.31

16年目 H 43 0.99077 0.99335 1.00200 0.99205 0.5339 91.1 24.64 4.16 10.45 39.25 20.96 2.72 0.28 1.09 4.09 2.18 1.96 1.05 45.30 24.19

17年目 H 44 0.99069 0.99330 1.00200 0.99199 0.5134 91.1 24.41 4.13 10.47 39.02 20.03 2.69 0.28 1.09 4.07 2.09 1.94 1.00 45.03 23.12

18年目 H 45 0.99060 0.99326 1.00200 0.99193 0.4936 91.1 24.18 4.11 10.49 38.78 19.14 2.67 0.28 1.09 4.04 2.00 1.93 0.95 44.75 22.09

19年目 H 46 0.99051 0.99321 1.00199 0.99186 0.4746 91.1 23.95 4.08 10.51 38.54 18.29 2.64 0.28 1.10 4.02 1.91 1.91 0.91 44.47 21.11

20年目 H 47 0.99042 0.99316 1.00199 0.99179 0.4564 91.1 23.72 4.05 10.54 38.31 17.48 2.62 0.28 1.10 3.99 1.82 1.90 0.87 44.20 20.17

21年目 H 48 0.99033 0.99312 1.00198 0.99173 0.4388 91.1 23.49 4.02 10.56 38.07 16.71 2.59 0.27 1.10 3.97 1.74 1.88 0.83 43.92 19.27

22年目 H 49 0.99023 0.99307 1.00198 0.99166 0.4220 91.1 23.26 3.99 10.58 37.83 15.97 2.57 0.27 1.10 3.94 1.66 1.87 0.79 43.64 18.42

23年目 H 50 0.99014 0.99302 1.00198 0.99159 0.4057 91.1 23.03 3.97 10.60 37.60 15.25 2.54 0.27 1.10 3.92 1.59 1.85 0.75 43.36 17.59

24年目 H 51 0.99004 0.99297 1.00197 0.99152 0.3901 91.1 22.80 3.94 10.62 37.36 14.57 2.52 0.27 1.11 3.89 1.52 1.83 0.72 43.09 16.81

25年目 H 52 0.98994 0.99292 1.00197 0.99144 0.3751 91.1 22.58 3.91 10.64 37.13 13.93 2.49 0.27 1.11 3.87 1.45 1.82 0.68 42.81 16.06

26年目 H 53 0.98984 0.99287 1.00196 0.99137 0.3607 91.1 22.35 3.88 10.66 36.89 13.31 2.47 0.26 1.11 3.84 1.39 1.80 0.65 42.53 15.34

27年目 H 54 0.98973 0.99282 1.00196 0.99129 0.3468 91.1 22.12 3.85 10.68 36.65 12.71 2.44 0.26 1.11 3.82 1.32 1.79 0.62 42.26 14.65

28年目 H 55 0.98963 0.99277 1.00196 0.99122 0.3335 91.1 21.89 3.83 10.70 36.42 12.14 2.42 0.26 1.12 3.79 1.26 1.77 0.59 41.98 14.00

29年目 H 56 0.98952 0.99272 1.00195 0.99114 0.3207 91.1 21.66 3.80 10.72 36.18 11.60 2.39 0.26 1.12 3.77 1.21 1.76 0.56 41.70 13.37

30年目 H 57 0.98941 0.99266 1.00195 0.99106 0.3083 91.1 21.43 3.77 10.74 35.94 11.08 2.36 0.26 1.12 3.74 1.15 1.74 0.54 41.42 12.77

31年目 H 58 0.98929 0.99261 1.00194 0.99098 0.2965 91.1 21.20 3.74 10.76 35.71 10.59 2.34 0.26 1.12 3.72 1.10 1.72 0.51 41.15 12.20

32年目 H 59 0.98918 0.99255 1.00194 0.99090 0.2851 91.1 20.97 3.72 10.79 35.47 10.11 2.31 0.25 1.12 3.69 1.05 1.71 0.49 40.87 11.65

33年目 H 60 0.98906 0.99250 1.00194 0.99081 0.2741 91.1 20.74 3.69 10.81 35.23 9.66 2.29 0.25 1.13 3.67 1.01 1.69 0.46 40.59 11.13

34年目 H 61 0.98894 0.99244 1.00193 0.99073 0.2636 91.1 20.51 3.66 10.83 35.00 9.23 2.26 0.25 1.13 3.64 0.96 1.68 0.44 40.32 10.63

35年目 H 62 0.98881 0.99238 1.00193 0.99064 0.2534 91.1 20.28 3.63 10.85 34.76 8.81 2.24 0.25 1.13 3.62 0.92 1.66 0.42 40.04 10.15

36年目 H 63 0.98870 0.99233 1.00193 0.99056 0.2437 91.1 20.05 3.60 10.87 34.53 8.41 2.21 0.25 1.13 3.59 0.88 1.65 0.40 39.76 9.69

37年目 H 64 0.98859 0.99228 1.00193 0.99048 0.2343 91.1 19.82 3.58 10.89 34.29 8.03 2.19 0.24 1.13 3.57 0.84 1.63 0.38 39.49 9.25

38年目 H 65 0.98848 0.99223 1.00193 0.99040 0.2253 91.1 19.59 3.55 10.91 34.05 7.67 2.16 0.24 1.14 3.54 0.80 1.61 0.36 39.21 8.83

39年目 H 66 0.98837 0.99218 1.00193 0.99032 0.2166 91.1 19.37 3.52 10.93 33.82 7.33 2.14 0.24 1.14 3.52 0.76 1.60 0.35 38.94 8.43

40年目 H 67 0.98826 0.99213 1.00193 0.99024 0.2083 91.1 19.14 3.49 10.95 33.59 7.00 2.11 0.24 1.14 3.49 0.73 1.58 0.33 38.66 8.05

41年目 H 68 0.98815 0.99208 1.00193 0.99016 0.2003 91.1 18.91 3.47 10.97 33.35 6.68 2.09 0.24 1.14 3.47 0.69 1.57 0.31 38.39 7.69

42年目 H 69 0.98804 0.99203 1.00193 0.99008 0.1926 91.1 18.69 3.44 11.00 33.12 6.38 2.06 0.23 1.15 3.44 0.66 1.55 0.30 38.11 7.34

43年目 H 70 0.98793 0.99198 1.00193 0.99000 0.1852 91.1 18.46 3.41 11.02 32.89 6.09 2.04 0.23 1.15 3.42 0.63 1.54 0.28 37.84 7.01

44年目 H 71 0.98782 0.99193 1.00193 0.98992 0.1780 91.1 18.24 3.38 11.04 32.66 5.81 2.01 0.23 1.15 3.39 0.60 1.52 0.27 37.57 6.69

45年目 H 72 0.98771 0.99188 1.00193 0.98984 0.1712 91.1 18.01 3.35 11.06 32.43 5.55 1.99 0.23 1.15 3.37 0.58 1.51 0.26 37.30 6.39

46年目 H 73 0.98760 0.99183 1.00193 0.98976 0.1646 91.1 17.79 3.33 11.08 32.20 5.30 1.96 0.23 1.15 3.35 0.55 1.49 0.25 37.03 6.10

47年目 H 74 0.98749 0.99178 1.00193 0.98968 0.1583 91.1 17.57 3.30 11.10 31.97 5.06 1.94 0.23 1.16 3.32 0.53 1.47 0.23 36.76 5.82

48年目 H 75 0.98738 0.99173 1.00193 0.98960 0.1522 91.1 17.34 3.27 11.12 31.74 4.83 1.91 0.22 1.16 3.30 0.50 1.46 0.22 36.50 5.55

49年目 H 76 0.98727 0.99168 1.00193 0.98952 0.1463 91.1 17.12 3.25 11.15 31.51 4.61 1.89 0.22 1.16 3.27 0.48 1.44 0.21 36.23 5.30

合　計 1,019.29 187.21 522.09 1,728.59 752.14 108.45 13.37 60.14 181.96 80.14 81.03 34.32 1,991.58 866.61

年度
（基準年）
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便益の現在価値算定表 箇所名：小松バイパス（残事業）

GDP 合　　　計

総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割戻率 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故減少便益(億円) (億円)

(北陸ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 便益合計 現在価値

年次 H 27 乗用車類 小型貨物 普通貨物 全車 (A) 91.1 乗用車類 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車類 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割引率4%

供用開始年次 H 34 0.99586 0.98563 0.98070 0.99280 0.7599 91.1 13.75 2.39 6.18 22.32 16.96 0.55 0.09 0.57 1.21 0.92 0.44 0.34 23.97 18.22

1年目 H 35 0.99585 0.98542 0.98032 0.99275 0.7307 91.1 13.70 2.36 6.06 22.11 16.16 0.55 0.08 0.56 1.19 0.87 0.44 0.32 23.74 17.35

2年目 H 36 0.99583 0.98520 0.97992 0.99270 0.7026 91.1 13.64 2.32 5.94 21.90 15.38 0.55 0.08 0.55 1.18 0.83 0.44 0.31 23.51 16.52

3年目 H 37 0.99581 0.98498 0.97951 0.99264 0.6756 91.1 13.58 2.29 5.81 21.68 14.65 0.55 0.08 0.53 1.16 0.79 0.43 0.29 23.28 15.73

4年目 H 38 0.99579 0.98475 0.97908 0.99259 0.6496 91.1 13.52 2.25 5.69 21.47 13.95 0.54 0.08 0.52 1.15 0.75 0.43 0.28 23.05 14.97

5年目 H 39 0.99578 0.98452 0.97864 0.99253 0.6246 91.1 13.47 2.22 5.57 21.26 13.28 0.54 0.08 0.51 1.13 0.71 0.43 0.27 22.82 14.25

6年目 H 40 0.99576 0.98427 0.97817 0.99248 0.6006 91.1 13.41 2.18 5.45 21.04 12.64 0.54 0.08 0.50 1.12 0.67 0.42 0.25 22.58 13.56

7年目 H 41 0.99574 0.98402 0.97768 0.99242 0.5775 91.1 13.35 2.15 5.33 20.83 12.03 0.54 0.08 0.49 1.10 0.64 0.42 0.24 22.35 12.91

8年目 H 42 0.99572 0.98376 0.97717 0.99236 0.5553 91.1 13.30 2.11 5.21 20.62 11.45 0.54 0.08 0.48 1.09 0.61 0.42 0.23 22.12 12.28

9年目 H 43 0.99077 0.99335 1.00200 0.99205 0.5339 91.1 13.17 2.10 5.22 20.49 10.94 0.53 0.08 0.48 1.09 0.58 0.41 0.22 21.99 11.74

10年目 H 44 0.99069 0.99330 1.00200 0.99199 0.5134 91.1 13.05 2.09 5.23 20.36 10.45 0.53 0.07 0.48 1.08 0.55 0.41 0.21 21.85 11.22

11年目 H 45 0.99060 0.99326 1.00200 0.99193 0.4936 91.1 12.93 2.07 5.24 20.24 9.99 0.52 0.07 0.48 1.08 0.53 0.41 0.20 21.72 10.72

12年目 H 46 0.99051 0.99321 1.00199 0.99186 0.4746 91.1 12.81 2.06 5.25 20.11 9.54 0.52 0.07 0.48 1.07 0.51 0.40 0.19 21.58 10.24

13年目 H 47 0.99042 0.99316 1.00199 0.99179 0.4564 91.1 12.68 2.04 5.26 19.98 9.12 0.51 0.07 0.48 1.07 0.49 0.40 0.18 21.45 9.79

14年目 H 48 0.99033 0.99312 1.00198 0.99173 0.4388 91.1 12.56 2.03 5.27 19.86 8.71 0.51 0.07 0.48 1.06 0.47 0.40 0.17 21.32 9.35

15年目 H 49 0.99023 0.99307 1.00198 0.99166 0.4220 91.1 12.44 2.02 5.28 19.73 8.33 0.50 0.07 0.49 1.06 0.45 0.39 0.17 21.18 8.94

16年目 H 50 0.99014 0.99302 1.00198 0.99159 0.4057 91.1 12.31 2.00 5.29 19.60 7.95 0.50 0.07 0.49 1.05 0.43 0.39 0.16 21.05 8.54

17年目 H 51 0.99004 0.99297 1.00197 0.99152 0.3901 91.1 12.19 1.99 5.30 19.48 7.60 0.49 0.07 0.49 1.05 0.41 0.39 0.15 20.91 8.16

18年目 H 52 0.98994 0.99292 1.00197 0.99144 0.3751 91.1 12.07 1.97 5.31 19.35 7.26 0.49 0.07 0.49 1.04 0.39 0.38 0.14 20.78 7.79

19年目 H 53 0.98984 0.99287 1.00196 0.99137 0.3607 91.1 11.95 1.96 5.32 19.23 6.93 0.48 0.07 0.49 1.04 0.38 0.38 0.14 20.65 7.45

20年目 H 54 0.98973 0.99282 1.00196 0.99129 0.3468 91.1 11.82 1.94 5.33 19.10 6.62 0.48 0.07 0.49 1.04 0.36 0.38 0.13 20.51 7.11

21年目 H 55 0.98963 0.99277 1.00196 0.99122 0.3335 91.1 11.70 1.93 5.34 18.97 6.33 0.47 0.07 0.49 1.03 0.34 0.37 0.12 20.38 6.80

22年目 H 56 0.98952 0.99272 1.00195 0.99114 0.3207 91.1 11.58 1.92 5.35 18.85 6.04 0.47 0.07 0.49 1.03 0.33 0.37 0.12 20.24 6.49

23年目 H 57 0.98941 0.99266 1.00195 0.99106 0.3083 91.1 11.46 1.90 5.36 18.72 5.77 0.46 0.07 0.49 1.02 0.32 0.37 0.11 20.11 6.20

24年目 H 58 0.98929 0.99261 1.00194 0.99098 0.2965 91.1 11.33 1.89 5.37 18.59 5.51 0.46 0.07 0.49 1.02 0.30 0.36 0.11 19.98 5.92

25年目 H 59 0.98918 0.99255 1.00194 0.99090 0.2851 91.1 11.21 1.87 5.38 18.47 5.27 0.45 0.07 0.49 1.01 0.29 0.36 0.10 19.84 5.66

26年目 H 60 0.98906 0.99250 1.00194 0.99081 0.2741 91.1 11.09 1.86 5.39 18.34 5.03 0.45 0.07 0.50 1.01 0.28 0.36 0.10 19.71 5.40

27年目 H 61 0.98894 0.99244 1.00193 0.99073 0.2636 91.1 10.97 1.85 5.40 18.22 4.80 0.44 0.07 0.50 1.00 0.26 0.35 0.09 19.57 5.16

28年目 H 62 0.98881 0.99238 1.00193 0.99064 0.2534 91.1 10.84 1.83 5.41 18.09 4.58 0.44 0.07 0.50 1.00 0.25 0.35 0.09 19.44 4.93

29年目 H 63 0.98870 0.99233 1.00193 0.99056 0.2437 91.1 10.72 1.82 5.42 17.96 4.38 0.43 0.07 0.50 1.00 0.24 0.35 0.08 19.31 4.70

30年目 H 64 0.98859 0.99228 1.00193 0.99048 0.2343 91.1 10.60 1.80 5.44 17.84 4.18 0.43 0.06 0.50 0.99 0.23 0.34 0.08 19.17 4.49

31年目 H 65 0.98848 0.99223 1.00193 0.99040 0.2253 91.1 10.48 1.79 5.45 17.71 3.99 0.42 0.06 0.50 0.99 0.22 0.34 0.08 19.04 4.29

32年目 H 66 0.98837 0.99218 1.00193 0.99032 0.2166 91.1 10.35 1.78 5.46 17.59 3.81 0.42 0.06 0.50 0.98 0.21 0.34 0.07 18.91 4.09

33年目 H 67 0.98826 0.99213 1.00193 0.99024 0.2083 91.1 10.23 1.76 5.47 17.46 3.64 0.41 0.06 0.50 0.98 0.20 0.33 0.07 18.77 3.91

34年目 H 68 0.98815 0.99208 1.00193 0.99016 0.2003 91.1 10.11 1.75 5.48 17.34 3.47 0.41 0.06 0.50 0.97 0.19 0.33 0.07 18.64 3.73

35年目 H 69 0.98804 0.99203 1.00193 0.99008 0.1926 91.1 9.99 1.73 5.49 17.21 3.32 0.40 0.06 0.50 0.97 0.19 0.33 0.06 18.51 3.56

36年目 H 70 0.98793 0.99198 1.00193 0.99000 0.1852 91.1 9.87 1.72 5.50 17.09 3.16 0.40 0.06 0.51 0.96 0.18 0.32 0.06 18.38 3.40

37年目 H 71 0.98782 0.99193 1.00193 0.98992 0.1780 91.1 9.75 1.71 5.51 16.97 3.02 0.39 0.06 0.51 0.96 0.17 0.32 0.06 18.25 3.25

38年目 H 72 0.98771 0.99188 1.00193 0.98984 0.1712 91.1 9.63 1.69 5.52 16.84 2.88 0.39 0.06 0.51 0.96 0.16 0.32 0.05 18.12 3.10

39年目 H 73 0.98760 0.99183 1.00193 0.98976 0.1646 91.1 9.51 1.68 5.53 16.72 2.75 0.38 0.06 0.51 0.95 0.16 0.31 0.05 17.98 2.96

40年目 H 74 0.98749 0.99178 1.00193 0.98968 0.1583 91.1 9.39 1.67 5.54 16.60 2.63 0.38 0.06 0.51 0.95 0.15 0.31 0.05 17.86 2.83

41年目 H 75 0.98738 0.99173 1.00193 0.98960 0.1522 91.1 9.27 1.65 5.55 16.48 2.51 0.37 0.06 0.51 0.94 0.14 0.31 0.05 17.73 2.70

42年目 H 76 0.98727 0.99168 1.00193 0.98952 0.1463 91.1 9.15 1.64 5.56 16.35 2.39 0.37 0.06 0.51 0.94 0.14 0.30 0.04 17.60 2.57

43年目 H 77 0.98716 0.99163 1.00193 0.98944 0.1407 91.1 9.04 1.62 5.57 16.23 2.28 0.36 0.06 0.51 0.93 0.13 0.30 0.04 17.47 2.46

44年目 H 78 0.98705 0.99158 1.00193 0.98936 0.1353 91.1 8.92 1.61 5.58 16.11 2.18 0.36 0.06 0.51 0.93 0.13 0.30 0.04 17.34 2.35

45年目 H 79 0.98694 0.99153 1.00193 0.98928 0.1301 91.1 8.80 1.60 5.59 15.99 2.08 0.35 0.06 0.51 0.93 0.12 0.29 0.04 17.22 2.24

46年目 H 80 0.98683 0.99148 1.00193 0.98920 0.1251 91.1 8.69 1.58 5.61 15.88 1.99 0.35 0.06 0.52 0.92 0.12 0.29 0.04 17.09 2.14

47年目 H 81 0.98672 0.99143 1.00193 0.98912 0.1203 91.1 8.57 1.57 5.62 15.76 1.90 0.35 0.06 0.52 0.92 0.11 0.29 0.03 16.96 2.04

48年目 H 82 0.98661 0.99138 1.00193 0.98904 0.1157 91.1 8.46 1.56 5.63 15.64 1.81 0.34 0.06 0.52 0.91 0.11 0.29 0.03 16.84 1.95

49年目 H 83 0.98650 0.99133 1.00193 0.98896 0.1112 91.1 8.34 1.54 5.64 15.52 1.73 0.34 0.06 0.52 0.91 0.10 0.28 0.03 16.72 1.86

合　計 561.75 94.86 273.68 930.30 333.37 22.62 3.40 25.16 51.18 18.09 18.09 6.57 999.57 358.04

年度
（基準年）
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